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小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポーザル

実施要領 

令 和 ７ 年 ４ 月 ４ 日  

７ 小 資 管 第 ８ １ 号  

１．概  要   

１ 目的 

本プロポーザルは、本庁舎、東庁舎等の内線電話ネットワークを刷新し、

電話交換機のクラウド化及び携帯電話機の導入による職員の働き方改革の

推進及び業務の効率化を図ることで、市民サービスを向上させることを目

的とする。小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業を実施するにあ

たり、経済性・効率性を求めるため、公募型プロポーザル方式を実施し、

その手続きについて必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 事業の名称 

小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業 

 

３ 事業の内容 

別紙「小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業仕様書」（以下「仕

様書」という。）のとおり 

 

４ 期間 

（１）環境構築期間 

契約開始日から令和７年１０月３１日までを構築期間とする。 

（２）使用期間 

使用開始月から５年間（６０カ月）をクラウドＰＢＸ及び携帯電話

並びに関連機器の使用期間とする。 

なお、翌年度以降において歳入歳出予算の金額について減額又は削

除があった場合は、当該契約は解除する。 

 

５ 提案上限額 

（１）環境構築費用 

１２，３７２，０００円（消費税及び地方消費税を除く） 

（２）月額使用料（クラウドＰＢＸ及び携帯端末利用料及び関連機器保守



 

- 2 - 

料）  

１か月あたり １，６７０，６００円（消費税及び地方消費税を除く） 

※通話や通信にかかる基本料金及び従量課金される通話料や通信料    

 は除く。 

 

２．プロポーザルの概要   

６ 参加資格 

次の各号のいずれにも該当する者とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規

定に該当しない者 

（２） 参加表明書提出時点において小牧市入札参加資格者名簿に登録され

ている者 

（３）小牧市建設工事等請負業者指名停止措置要領（平成１１年３月４日 

１１小総第４７号）に基づく指名停止の措置を受けていない者 

（４）小牧市が行う事務及び事業からの暴力団排除に関する合意書（平成 

   ２４年６月２５日付け小牧市長・愛知県小牧警察署長締結）に基づ

く排除措置又はこれに準ずる措置を受けていない者 

（５）国税及び地方税を滞納していない者 

（６）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更

生手続開始の申立て又は民事再生法 (平成１１年法律第２２５号)  

第２１条の規定による更生手続開始の申立てがなされていない者。

ただし、会社更生法に基づく更生手続開始又は民事再生法に基づく

再生手続開始の決定を受けた者で、再度の小牧市の入札参加資格の

登録がされたものについては、更生手続開始又は再生手続開始の申

立てがなされなかった者とみなす。 

 

７ スケジュール 

日   程  内    容  

令和７年４月７日（月） プロポーザル実施要領等の公表 

令和７年４月７日（月）～４月１６日（水） 質問書受付期間 

令和７年４月２５日（金） 質問書への回答 

令和７年４月２８日（月）～５月１４日（水） 参加表明書及び企画提案書等提出期間 
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令和７年５月２２日（木） プレゼンテーション及びヒアリング審査 

令和７年５月３０日（金） 審査結果通知 

 ・期間の表示があるものは、午前９時から午後５時まで（期間中の土曜

日、日曜日及び国民の休日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日を除く。）に行うものとする。 

・上記スケジュールは予定であり変更する場合もある。 

 

３．プロポーザル参加手続き  

８ 質問書の提出 

（１）受付期間 

   令和７年４月７日（月）午前９時から４月１６日（水）午後５時ま

で 

（２）提出方法 

   質問書（様式第８）を「２０ 提出先・問合せ先」に提出すること。

提出方法は電子メール（件名は「小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電

話機導入事業に関する質問書（会社名）」）とし、必ず電話で送信し

た旨を伝え受信確認をすること。なお、電話又は口頭による質問は

受付けない。 

（３）質問への回答 

   令和７年４月２５日(金)に質問と回答をホームページに掲載予定 

 

９ 参加表明書及び技術提案書等の提出 

（１）受付期間  

   令和７年４月２８日（月）午前９時から５月１４日（水）午後５時

まで 

（２）提出方法 

本プロポーザルに参加を希望する者は、次の書類を「２０ 提出先・

問合せ先」にまとめて一括にて提出すること。 

・提出は持参とし、それ以外の提出方法は認めない。 

・様式は、小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポー

ザル実施要綱（以下「実施要綱」という。）及び本実施要領（以下

「実施要領」という。）に定められたものを使用すること。 

・①～⑥は書面でファイルに綴じて提出すること。 
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・⑦、⑧については電子データ（ＣＤ－ＲＯＭ１枚又はＵＳＢ１個）

で提出すること。電子データで提出する機能要件回答書（様式第６）

は Excel 方式で保存すること。 

提出書類 提出部数 

書面 電 子 デ ー タ  

①   参加表明書（実施要綱 様式第１） １    

②   参加資格等誓約書（実施要領 様式第１） １  

③   会社等概要書（実施要領 様式第２） １ 

④   実績一覧表（実施要領 様式第３） １ 

⑤   見積書（実施要領 様式第４） １ 

⑥   通話料金提案書（実施要領 様式第５） １ 

⑦   機能要件回答書（実施要領 様式第６） 
 １ 

⑧   企画提案書 

 

１０ 提出書類の作成方法及び留意事項 

（１）見積書（様式第４） 

  ・見積金額は「５ 提案上限額」に掲げる環境構築費及び月額使用料

の金額を超えないこと。 

  ・見積金額には環境構築に係る工事費用も含むこと。なお、現地調査

を行う場合は、参加表明書等の提出前までに小牧市と調整し、実施

すること。 

  ・見積金額は本実施要領及び仕様書を踏まえ、充分に全体業務を遂行

できる費用を積算すること。 

・企画提案書に記載する内容のうち、機能要件回答書（様式第６）に

より、「対応可」として回答を行ったカスタマイズ、その他有償のも

のはその費用の合計額も見積金額に含むこと。なお、その場合も提

案上限額の範囲内とすること。 

  ・実態に見合った見積額とすること。（０円の見積は認めない。） 

（２）企画提案書の規格 

  ・企画提案書は、１者につき１案とする。ＰＲしたいポイントや記載

内容の理由、背景等提案趣旨を明確に示し、本業務に対する技術提

案等を行うこと。 
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  ・仕様書の内容を踏まえ、企画提案書には下記（３）の内容を記載す

ること。 

  ・見積内容に含まないオプション提案については、見出しや項目に「オ

プション」と記載するなどわかりやすくすること。 

  ・電子データは、Microsoft Office に含まれるアプリケーション及び

ＰＤＦ形式で保存すること。 

・企画提案書の下部に通しページ番号を付すこと。また、表紙、導入ス

ケジュール表、企画提案書に記載された内容の範囲を補足する資料

を除き、２０ページまでとすること。 

（３）企画提案書の構成 

 ・本業務への取組方針（事業運営にかかる体制を含む） 

・クラウドＰＢＸの環境構築イメージ図 

・端末使用方法（内線、外線利用方法、保留、ピックアップ等の機能） 

・通話料金（様式第５）に関する説明 

・システムの内容（自動ガイダンス及び通話録音等の各機能、内外線

の設定方法等） 

・将来的な拡張性（市内各施設への拡張に必要な機器構成等） 

・独自提案 

・障害発生時の対応方法について 

・導入スケジュールについて 

 

４．事業者の選定   

１１ 選定方法 

（１）方式  

公募型プロポーザル方式 

（２）審査方法  

選定は、小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポーザ

ル審査委員会（以下「委員会」という。）で実施する。本実施要領及

び仕様書等に基づき提出された企画提案書等について、プレゼン  

テーション及びヒアリングにより審査する。  

 

１２ プレゼンテーション及びヒアリング審査 

（１）出席要請者を対象とし、別紙評価基準に基づくプレゼンテーション
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及びヒアリング審査を行い、企画提案が最適な者（以下「最適者」

という。）及び次点者を選定する。 

（２）説明者は３人以内とする。Ｗｅｂでの出席も可とするが、機器は各

自で準備すること。 

（３）データによる説明を行う場合、小牧市にてプロジェクター、スク  

リーン、延長コードは用意するが、持参も可とする。パソコン等は

各自で準備すること。 

（４）提出した企画提案書の内容に基づいて説明を行うものとし、追加の

提案等は認めない。 

（５）企画提案書に記載された内容の範囲であれば、図・画像等を使用し

て説明することは可能とする。 

（６）提出した企画提案書に誤字脱字等がある場合は、プレゼンテーショ

ン時に訂正することができるものとする。 

（７）提案内容説明等（４０分） 

提案内容説明 ２５分 

質疑応答   １０分 

準備・片付け  ５分 

（８）プレゼンテーション及びヒアリングは非公開とする。 

（９）実施日時等 

日時 令和７年５月２２日（木）時間は、後日通知する。 

場所 小牧市役所  

※提案の順番については、企画提案書等の提出順とする。 

（１０）審査結果の通知方法 

  プレゼンテーション及びヒアリング審査の結果については、審査に出

席した者に審査結果を通知し、最適者及び次点者をホームページに公

表する。 

（１１）審査結果通知予定日 

令和７年５月３０日（金） 

 

１３ 評価項目及び採点方法 

（１） 下記項目について審査委員が採点を行い、各審査委員の採点の合計

で最も高い者を最適者として選定する。 

（２） 最高得点の者が複数の場合は、機能要件の得票点が高い者を最適者
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として選定する。機能要件も同得点の場合は、提案価格及び通話料

金の合計得票点が高い者を最適者として選定する。 

（３） 審査において、得点が委員会の委員の合計満点数（１００点 /人）

の５割を満たしていない場合は、求められている水準に達していな

いと判断し、最適者及び次点者としない。  
評価項目          審査委員一人当たりの配点（１００点） 

評価項目 評価事項 配点 

業務実績 
・本事業における導入予定のシステム（クラウド PBX+

携帯電話の内線化（FMC））実績を有しているか。 
 １０ 

提案価格 
・各参加者と比し、より有利な価格設定となっている

か。 
１０ 

通話料金 
・各参加者と比し、より有利な価格設定となっている

か。 
 １０ 

機能要件 ・機能要件の各項目はどの程度対応しているか。 ２０ 

提案書 

・電話機能が問題なく使用できるか。 

・直感的な操作や効率的な操作が行えるか。 

・録音機能や音声自動応答機能は適切に機能するか。 

１５ 

拡張性 

・庁舎を主拠点として、市内公共施設で利用する場合

の機器構成はどのようになるか。また、費用負担は

あるか。 

 １５ 

独自提案 ・より効果的、効率的な提案があるか。 １５ 

障害発生対応 
・障害発生時の対応が明確かつ早期に対応が行える

か。 
 ５  

合計  １００ 

 

１４ 参加報酬の有無 

  参加表明書等の作成にかかわる費用は提出者の負担とし、参加報酬（報

償等）は支払わない。 

 

１５ 事業者決定後の契約交渉 

（１）本プロポーザル実施において最適者に選定された者は、小牧市と仕

様書、提案内容を協議し、提案上限額の範囲内で契約を締結する。 
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（２）契約は次の内容とし、いずれも随意契約によるものとする。 

   ア クラウドＰＢＸ及び携帯電話通信環境構築委託 

   イ クラウドＰＢＸ及び携帯電話機借上 

（３） 契約手続き及び契約書は、小牧市契約規則の定めによるものとする。

また、協議により提案内容と実際の契約内容が異なる場合がある。 

（４）協議が不調の場合は、次点者と交渉することとする。  
この場合において、契約候補者に生じる損害については、市は一切

の責任を負わない。  
（５）協議及び契約締結は６月中を予定している。 

 

１６ 提出書類の取扱い 

（１）提出された全ての書類は、返却しない。 

（２）提出後の差替え及び追加・削除は認めない。 

（３）小牧市が必要と認める場合には、追加資料の提出を求めることがあ

る。 

（４）技術提案書等の受付後、提出物の内容について質疑等を行う場合も

ある。 

（５）提出された書類は、提出者に無断でこのプロポーザルに係る審査以

外には利用しない。 

 

１７ 情報公開及び提供 

  小牧市は、提出された企画提案書等について、小牧市情報公開事務取

扱要領（平成２８年３月３１日２７小総第１３５７－１号）の規定に

よる請求に基づき、第三者に開示することができるものとする。ただ

し、事業を営むうえで、競争上又は事業運営上の地位その他正当な利

益を害すると認められる情報は非開示となる場合がある。なお、本プ

ロポーザル審査実施前において、決定に影響が出るおそれがある情報

については決定後の開示とする。 

 

１８ その他の留意事項 

（１）言語及び通貨単位 

   手続において使用する言語及び通貨単位は、日本語及び日本国通貨

に限る。 
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（２）費用負担 

   書類作成及び提出に係る費用など、必要な経費は全て提出者の負担

とする。緊急やむを得ない理由等により、プロポーザルを実施でき

ないと認めるときは、停止、中止又は取り消すことがある。 

  なお、この場合においてプロポーザルに要した費用を小牧市に請求

することはできない。 

（３）参加辞退の場合 

   やむを得ず参加を辞退する場合は、速やかに辞退届（様式７）を「21 

提出先・問合せ先」に提出すること。 

（４）失格事項 

次のいずれかに該当した場合は、その者を失格とする。 

  ア 参加資格要件を満たしていない場合 

  イ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

  ウ 実施要領等で示された、提出期限、提出場所、提出方法、書類作

成上の留意事項の条件に適合しない書類の提出があった場合 

  エ 選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行なった場合 

  オ プレゼンテーション及びヒアリング審査において、正当な理由な

く欠席した場合 

  カ 見積書の金額が「５ 提案上限額」を超過した場合 

  キ 機能要件回答書の「必須」項目を満たしていない場合 

（５）著作権等の権利 

   企画提案書等の著作権は、当該企画提案書等を作成した者に帰属す

るものとする。ただし、受注者に選任された者が作成した企画提案

書等の書類については、小牧市が必要と認める場合には、小牧市は、

受注者にあらかじめ通知することにより、その一部又は、全部を無

償で使用（複製、転記又は転写をいう。）することができるものとす

る。 

（６）その他 

   提出者は、プロポーザルの実施後、審査結果に対する異議は受け付

けない。 

 

１９ 提出先・問合せ先 

小牧市役所 総務部資産管理課  
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〒４８５-８６５０ 小牧市堀の内三丁目 1 番地 

電  話 ０５６８-７６-１１１０ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５６８-７５-５７１４ 

Ｅメール shisankanri@city.komaki.lg.jp 
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様式第１  

   

参 加 資 格 等 誓 約 書 

 

年  月  日 

 

 （宛先）小牧市長 

  

           〔提出者〕 所在地 

                 商号又は名称 

                 代表者 

 

小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機事業プロポーザルの参加資

格について、次のとおりです。なお、本書の記載事項は事実と相違な

いことを誓約します。                         

地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第

１６７条の４ 
該当 ・  非該当 

参加表明書提出時点における小牧市入札参加資格

者名簿の登録 
有  ・  無  

小牧市建設工事等請負業者指名停止措置要領（平

成１１年３月４日１１小総第４７号）に基づく指

名停止の措置 

有  ・  無  

小牧市が行う事務及び事業からの暴力団排除に関

する合意書（平成 ２４年６月２５日付け小牧市

長・愛知県小牧警察署長締結）に基づく排除措置

又はこれに準ずる措置 

有  ・  無  

国税及び地方税の滞納 有  ・  無  

会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７

条の規定による更生手続開始の申立て又は民事再

生法(平成１１年法律第２２５号)第２１条の規定

による更生手続開始の申立て 

有  ・  無  

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  
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様式第２  

 

会 社 等 概 要 書 

令和７年 月 日現在 

ふりがな  

会社名  

代表者氏名  

所在地 
 〒     － 

設立年               年 

資本金                  円 

従業員数          人（令和  年  月現在） 

小牧市に最も近い

支店等の拠点 

（住所等） 

 

株式上場の有無 あり（市場区分    ）・なし 

 

注） 

１ 商業登記簿謄本（いずれも３か月以内発行のもの、写し可）の写し

を添付すること 

２ 詳細について、パンフレット等の資料を添付することも可。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  
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様式第３  

   

実 績 一 覧 表 

 

年  月  日 

 （宛先）小牧市長 

  

           〔提出者〕 所在地 

                 商号又は名称 

                 代表者 

 

NO. 納入先 事業名 契約期間 

例 ○○県○○市 
ク ラ ウ ド Ｐ Ｂ Ｘ ＋ Ｆ Ｍ Ｃ 導 入

事業 

〇年〇月から 

〇年〇月まで 

    

    

    

    

注） 

１ 本事業における導入予定のシステム（クラウドＰＢＸ＋ＦＭＣ）

を利用した実績を全て記入すること。（参加表明書提出時点で継続

して利用されている業務に限る。） 

２ 納入先には市町村名又は会社名等を記入すること。 

３ 概要欄には契約額の規模、携帯電話の導入台数、使用人数等を記

載すること。 

４ 実績が５以上になる場合、適宜行を追加すること。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  
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様式第４ 

  

 

見 積 書 

 

年  月  日 

 

 （宛先）小牧市長 

  

           〔見積者〕 所在地 

                 商号又は名称      印  

                 代表者 

 

小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポーザル実施要

領及び仕様書その他見積条項を承知の上、下記のとおり見積もりしま

す。 

記 

１ 名称 

  小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業 

２ 初期導入に要する見積金額 

  百万    千    円  

３ システム使用（保守含む）に要する見積金額（１か月あたりの金額） 

 百万    千    円  

注） 

１   金額は、金又は￥字を冠すること。  

２  文字は、明確に記載し、訂正又は抹消した箇所には、押印すること。 

３  ５年契約をした場合の金額を記載すること。 

４  消費税及び地方消費税を除いて記載すること。 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第５  

 

通 話 料 金 提 案 書 

年  月  日 

 （宛先）小牧市長 

  

           〔提出者〕 所在地 

                 商号又は名称 

                 代表者 

１．0AB-J 番号から発信する場合 

着信先（相手先） 提案単価 

市内 円 ３分 

市外 円 ３分 

携帯 円 １分 

ＩＰ電話 円 ３分 

 

２．0A0 番号から発信する場合 

着信先（相手先） 提案単価 

市内 円 １分 

市外 円 １分 

携帯 円 １分 

ＩＰ電話 円 １分 

 

注） 

１ 記載金額は税込表記とすること。 

２ 国際電話及びナビダイヤルは除く。 

３ 通話定額プランの場合は、０円と記載すること。 

４ 一定時間分通話料が無料となる場合は、一定時間超過後に加算さ

れる通話料金を記載すること。 

５ 契約期間中の単価変更を考慮した金額とすること。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  
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様式６（機能要件回答書） 
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様式第７ 

   

 

辞  退  届 

 

令和  年  月  日 

 

 （宛先）小牧市長 

 

            

〔提出者〕 所在地 

                 商号又は名称 

                 代表者 

 

           〔担当者〕 所在地 

                 所 属 

                 氏 名 

                 電 話 

                 ＦＡＸ 

                 E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 

 

小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポーザルへの参

加を辞退します。  

（辞退理由）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８  

   

 

 

質  問  書 

 

令和  年  月  日 

 

 （宛先）小牧市長 

 

           〔質問者〕 所在地 

                 商号又は名称 

 

           〔担当者〕 所 属 

                 氏 名 

                 電 話 

                 ＦＡＸ 

                 E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 

 小牧市クラウドＰＢＸ及び携帯電話機導入事業プロポーザルについ

て、以下のことについて質問します。 

 

記 

 

 １ 項目（実施要領等該当ページ） 

 

 

 ２ 質問内容 

 

 

注） 

質問は本様式 1 枚につき１質問とし、簡潔に記載すること。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  


